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(百万円未満切捨て)

１．2021年６月期第２四半期の業績（2020年７月１日～2020年12月31日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年６月期第２四半期 6,888 14.2 369 64.1 382 64.0 260 60.8

2020年６月期第２四半期 6,033 10.0 225 △55.7 233 △54.3 162 △52.3
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年６月期第２四半期 37.52 37.46

2020年６月期第２四半期 23.39 23.32

　

　
（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2021年６月期第２四半期 14,528 7,083 48.7

2020年６月期 15,013 6,868 45.6

(参考) 自己資本 2021年６月期第２四半期 7,073 百万円 2020年６月期 6,848 百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年６月期 ― 12.00 ― 12.00 24.00

2021年６月期 ― 12.00

2021年６月期(予想) ― 12.00 24.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2021年６月期の業績予想（2020年７月１日～2021年６月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,500 6.8 700 93.0 710 73.2 461 △43.3 66.51

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

　

　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年６月期２Ｑ 6,966,000株 2020年６月期 6,941,500株

② 期末自己株式数 2021年６月期２Ｑ 205株 2020年６月期 205株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年６月期２Ｑ 6,956,650株 2020年６月期２Ｑ 6,937,982株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士または監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績の見通し等将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が続いており、先行き不安による節約

志向が依然強く、個人消費は伸び悩む状況が続いております。また、人件費の増加や、米国と中国の政治動向や金融資

本市場の情勢等にリスク懸念があり、先行きは不透明な状況で推移しております。

　当社が属します食品製造業におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により、家庭での食事が増えたことに

よる内食需要の高まりの一方、感染拡大防止の観点から外食需要は低迷が続いております。

　このような状況のもと、当社は一般消費向け各種豆腐、厚揚げ、おからパウダー等を主力に、九州から中国・四国、

関西、東海の各地方に加えて、関東地方でも積極的な営業を展開し、販売に注力いたしました。

以上の結果、当第２四半期累計期間における業績は、売上高6,888百万円と前年同期と比べ855百万円（14.2%）の増収

となりました。

利益につきましては、富士山麓工場の固定費負担がありましたが、製造原価の低減により営業利益は369百万円と前年

同期と比べ144百万円（64.1%）の増益、経常利益は382百万円と前年同期と比べ149百万円（64.0%）の増益、四半期純利

益は260百万円と前年同期と比べて98百万円（60.8%）の増益となりました。

　なお、当社は単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産の部）

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比較して485百万円減少し、14,528百万円となりまし

た。

流動資産は、前事業年度末と比較して77百万円増加し、2,542百万円となりました。これは主に売掛金が408百万

円増加したこと等によるものです。

固定資産は、前事業年度末と比較して562百万円減少し、11,986百万円となりました。これは機械装置及び運搬具

が540百万円減少したこと等によるものです。

（負債の部）

　当第２四半期会計期間末における総負債は、前事業年度末と比較して700百万円減少し、7,445百万円となりまし

た。

流動負債は、前事業年度末と比較して175百万円減少し、3,962百万円となりました。これは主に短期借入金が250

百万円減少したこと等によるものです。

固定負債は、前事業年度末と比較して525百万円減少し、3,482百万円となりました。これは主に長期借入金が524

百万円減少したこと等によるものです。

（純資産の部）

　当第２四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末と比較して215百万円増加し、7,083百万円となりまし

た。これは主に、四半期純利益260百万円の計上により利益剰余金が増加したこと等によるものです。
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② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は、前事業年度末と比較して21百万円増加し、

225百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動により得られた資金は、1,071百万円（前年同四半期は486百万円の収入）となりました。

これは、支出要因として売上増加に伴う売上債権の増加408百万円等があった一方で、収入要因として減価償却費

855百万円、未払消費税の増加452百万円等があったことによるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)投資活動により支出した資金は、200百万円（前年同四半期は2,440百万円の

支出）となりました。

これは、富士山麓工場の設備投資等により、有形固定資産の取得による支出198百万円等があったことによるもの

です。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動により支出した資金は、849百万円（前年同四半期は2,039百万円の収入）となりました。

これは、短期借入金の純減少額250百万円、長期借入金の返済による支出556百万円等があったことによるもので

す。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　最近の業績動向を踏まえ、2020年８月12日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしました。

　１．2021年６月期通期業績予想数値の修正（2020年７月１日～2021年６月30日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり当期

純利益

前回発表予想（Ａ）
百万円
13,020

百万円
461

百万円
501

百万円
325

円 銭
46.96

今回修正予想（Ｂ） 13,500 700 710 461 66.51

増減額（Ｂ－Ａ） 480 238 208 135

増減率（％） 3.7 51.7 41.6 41.6

（ご参考）前期実績
（2020年６月期）

12,644 362 409 814 117.36

２．修正の理由

　当社主力商圏（中四国・関西地方等）における市場シェアの拡大、競争力の高い製品への集約や著しい低価格製品の

単価是正への取り組みが進んだことによる収益性の改善、製造現場の生産性の向上と原材料費低減の効果などから、通

期業績予想を見直した結果、前回公表の予想を上回る見込みとなりました。

　なお、配当金につきましては、2020年８月12日に公表した配当予想からの変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2020年６月30日)

当第２四半期会計期間
(2020年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 259,408 280,773

売掛金 1,503,024 1,911,694

商品及び製品 50,549 45,264

原材料及び貯蔵品 282,739 296,479

未収消費税等 359,668 ―

その他 9,492 8,103

流動資産合計 2,464,882 2,542,316

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,993,253 3,892,237

機械装置及び運搬具（純額） 6,326,156 5,785,451

土地 2,126,946 2,126,946

建設仮勘定 583 84,294

その他（純額） 27,773 23,645

有形固定資産合計 12,474,713 11,912,576

無形固定資産 14,038 12,510

投資その他の資産 60,363 61,212

固定資産合計 12,549,115 11,986,298

資産合計 15,013,997 14,528,615

　



株式会社やまみ(2820) 2021年６月期
第２四半期決算短信

5

(単位：千円)

前事業年度
(2020年６月30日)

当第２四半期会計期間
(2020年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 910,737 919,673

短期借入金 1,400,000 1,150,000

1年内返済予定の長期借入金 824,040 791,560

未払金 521,156 618,926

未払法人税等 270,999 145,028

未払消費税等 ― 93,056

賞与引当金 10,553 10,858

その他 200,524 233,449

流動負債合計 4,138,011 3,962,552

固定負債

長期借入金 3,881,235 3,356,755

繰延税金負債 121,581 121,607

その他 4,692 4,108

固定負債合計 4,007,508 3,482,470

負債合計 8,145,519 7,445,023

純資産の部

株主資本

資本金 1,220,690 1,244,194

資本剰余金 1,193,690 1,217,194

利益剰余金 4,434,809 4,612,502

自己株式 △443 △443

株主資本合計 6,848,747 7,073,447

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 170 229

評価・換算差額等合計 170 229

新株予約権 19,560 9,914

純資産合計 6,868,478 7,083,591

負債純資産合計 15,013,997 14,528,615
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2019年７月１日
　至 2019年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 6,033,462 6,888,579

売上原価 4,599,727 5,150,122

売上総利益 1,433,734 1,738,457

販売費及び一般管理費

荷造運賃 598,318 682,354

広告宣伝費 7,556 15,530

販売手数料 403,480 467,715

給料及び賞与 93,090 94,829

賞与引当金繰入額 1,212 978

減価償却費 2,259 1,972

その他 102,755 105,703

販売費及び一般管理費合計 1,208,673 1,369,084

営業利益 225,061 369,373

営業外収益

受取利息 5 5

受取配当金 52 52

助成金収入 6,599 19,711

自動販売機収入 2,658 2,574

受取補償金 1,972 1,235

保険解約返戻金 6,317 ―

その他 4,244 3,361

営業外収益合計 21,849 26,940

営業外費用

支払利息 13,054 12,093

その他 676 1,719

営業外費用合計 13,730 13,813

経常利益 233,180 382,500

特別利益

新株予約権戻入益 4,538 4,176

特別利益合計 4,538 4,176

税引前四半期純利益 237,719 386,676

法人税等 75,446 125,688

四半期純利益 162,273 260,988
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2019年７月１日
　至 2019年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 237,719 386,676

減価償却費 590,646 855,678

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,013 305

受取利息及び受取配当金 △58 △58

支払利息 13,054 12,093

新株予約権戻入益 △4,538 △4,176

売上債権の増減額（△は増加） △315,022 △408,670

たな卸資産の増減額（△は増加） △93,215 △8,455

仕入債務の増減額（△は減少） 283,442 8,935

未払金の増減額（△は減少） 148,888 4,745

未払又は未収消費税等の増減額 △219,782 452,725

その他 △22,084 12,895

小計 620,061 1,312,696

利息及び配当金の受取額 58 58

利息の支払額 △11,718 △11,687

法人税等の支払額 △121,505 △229,875

営業活動によるキャッシュ・フロー 486,895 1,071,191

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4 △4

有形固定資産の取得による支出 △2,443,392 △198,541

無形固定資産の取得による支出 △8,032 △446

投資有価証券の取得による支出 △331 △334

その他 11,026 △1,139

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,440,734 △200,467

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,750,000 △250,000

長期借入れによる収入 700,000 ―

長期借入金の返済による支出 △343,519 △556,960

リース債務の返済による支出 △1,404 △705

新株予約権の行使による株式の発行による収入 4,032 41,538

配当金の支払額 △69,216 △83,236

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,039,891 △849,363

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 86,052 21,360

現金及び現金同等物の期首残高 244,232 204,340

現金及び現金同等物の四半期末残高 330,284 225,701
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　


